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論文の内容の要旨 
齊藤まゆみ氏の博士学位論文は、難聴スプリンターが競技会でパフォーマンスを発揮するために障壁

となる課題を、難聴であることの生育環境、難聴者の特徴、陸上競技短距離走という競技特性から検討

したものである。その要旨は以下のとおりである。 

まず著者は、本論文の研究背景として、スポーツ基本法において「障害者が自主的かつ積極的にスポ

ーツを行うことができるよう、障害の種類及び程度に応じ必要な配慮をしつつ推進されなければならな

い」という基本的な理念を示し、国内の難聴者に関する文献研究をもとに、難聴（聴覚障害）者は、国

内法では身体障害者とされるが、外見からは障害が見えづらく障壁が可視化されないことから、難聴者

がスポーツを行う上で幼少期から活動・参加を制約する要因が多く存在すると述べている。体力・運動

能力と視機能に関する文献研究からは同年代の健聴児との比較で低い傾向にあるが、一方で国内でも優

れた競技レベルを持つアスリートも存在することから、その現状と課題を明らかにすることによって、

競技パフォーマンス発揮に影響を与える要因を可視化できるとし、難聴スプリンターが競技会でパフォ

ーマンスを発揮するために障壁となる課題を明らかにすることを目的に 4つの研究課題を設定し、調査

と実験を行っている。 

研究課題1では、難聴により身体活動が低いことが体力・運動能力に関連しているという仮説1から、

難聴児の日常生活における身体活動量の実態を把握し、身体活動量と体力・運動能力との関連性を検討

することを目的に調査を行っている。その結果、体力上位群の身体活動量は体力下位群に比べて多く、

身体活動量と体力には関連があること、身体活動量は同年代の健聴児と差がないものの、外遊びや余暇

活動に伴う身体活動が十分確保されていないことから、身体活動に質的な違いがあることを明らかにし
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ている。 

研究課題 2は、運動経験が多い方が運動調整（運動能力）に有利であるという仮説 2から、難聴者に

おける運動経験と視覚情報支援を用いた運動調整との関連性について明らかにすることを目的とし、リ

ズムにあわせたステップ運動の遂行を難聴の有無および運動経験から検証している。その結果、継続し

た運動経験が有る場合、視覚情報優位で運動調整が可能であることを示している。 

研究課題 3 は、運動場面での難聴に対する支援が運動調整（運動能力）に影響を与えるという仮説 3

から、難聴に対する支援方法として異なる情報提示条件でのリズムにあわせたステップ運動の遂行につ

いて検証を行ったものである。その結果、運動場面での難聴に対する支援が運動調整に有効であるが、

運動経験が少ない場合は、ステップ運動の遂行に視覚情報のみでは十分に活用することができず聴覚情

報による支援も必要になることが示され、著者は、難聴に起因してステップ運動そのものができないと

いう運動の困難性ではなく、運動経験が少ないことによる運動課題遂行における情報の活用レベルの差

異であり、International Classification of Functioning, Disability and Health（ICF）モデルで

は、運動経験の少なさを個人レベルならびに社会レベルで解消すること、運動場面における適切な情報

支援の必要性が示されたと述べている。 

研究課題 4では、難聴者特有の障壁が競技会でのパフォーマンスに影響を与えているという仮説から、

通常の競技環境でトップアスリートとして陸上競技を行っている難聴スプリンターを対象とした質的

研究によって、競技を始めるきっかけからトップアスリートとしての自己を確立するまでのプロセスを

検討している。その結果、難聴スプリンターがトップアスリートの自己を確立するプロセスとして＜無

関心＞＜競技意欲＞＜苦悩＞＜統合＞＜確立＞という 5段階が、プロセスへの影響要因として、＜競技

への誘い＞と＜レース経験から体感する格差＞があることを明らかにしている。そして、著者は各プロ

セスにおいて、難聴者の障壁と具体的な支援の必要性を可視化することで、競技スポーツにおいて難聴

アスリートのパフォーマンス発揮に影響する要因を検討し、競技のスタートラインに立つまでに、健聴

者には無い様々な「障壁」を確認したと述べている。 

総合討論では、難聴スプリンターのパフォーマンス発揮に影響する要因を難聴であることの生育環境、

難聴者の特徴、陸上競技短距離走という競技特性から検討し、難聴スプリンターが競技会でパフォーマ

ンスを発揮するための障壁となる課題を論じている。そして、著者はこれらの障壁となる課題に対して、

スポーツ組織とデフスポーツ組織が有機的な連携を図りつつ、難聴と競技特性の双方に精通したコーデ

ィネーターが、アスリートパスウェイに関わっていくことが必要であるとまとめている。 

 
 

審査の結果の要旨 
(批評)  

本論文は、難聴者がスポーツを行う上で障壁となる課題があることを、ICF モデルをもとに定量的な

らびに定性的な調査研究から明らかにしたものである。特に本論文で示された障壁の可視化は、難聴の

みならず、その他の障害があるアスリートにおいても応用できる可能性があり、発育発達段階に応じた

アスリートパスウェイにおける具体的な支援方法を検討する上で重要な知見を与える論文であると高

く評価された。 

令和 2年 10月 22日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
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め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 

なお、学力の確認は、人間総合科学研究科学位論文審査等実施細則第 11条を適用し免除とした。 

よって、著者は博士（スポーツ医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 

 


